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9 好近七日堂本 一 漢摯山
10七頭堂本　　　．
1 外　来
11松堂本 o o o 松　堂
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S 松堂系紳話 S’ 松堂類似紳話
C 兎山七日堂系紳話 C’ 兎山七日堂類似紳話
P 兎山八H堂系紳話 P’ 兎山八日覚類似紳話



































































































































































一段 2．遊猟生活 ④高乙那漢撃山に生まれ 金祖淳（淡水誌）

























段 一二三都を一二三徒に 耽羅誌） ⑯一島分掌
一都は済州、二都は大静 高氏譜
6．定着生活 三都は施義
する ⑰始播五穀　且牧駒積 皆　同
　神化爲鷹して飛上橿するに俄而北風が大吹きして撃砕宗旦那之船して没干飛揚島岩石之門するに朝廷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く18　が褒其霊異して封爲廣壊王して歳降香幣して以祭だ今廃なのだ」
とある。
　即ち三神人の湧出地である毛興穴のすぐ隣りにある廣壊堂神を①漢馨山護國神、②漢肇山神之弟、③
奉三乙那之神というのを見ると、
　一っ目、廣壊堂神は漢撃山出生系堂神であることが確かであり、三乙那はこの神と主従的系譜の神で
あることが確実なので、三乙那も廣壊堂神と同じ堂神なのであろうし、漢撃山出生系または松堂系の本
郷堂神と関係がある神であると推測することができ、
　二つ目、廣壊堂神と主従系譜の神とすれば、その儀礼も廣壊堂クッと同じように本来は巫式儀礼（ク
ッ）で行われたであろうし、よって今の三姓祠は本来は堂であり、その神話も堂神話であったと言える
のである。
　では高良夫の三氏族というのはなにか？これはその神の「タンゴル」である「上タンゴル　中タンゴ
ル　下タンゴル」の三氏族ではなかったのではないかと思われる。今日の堂神話などで見ると、堂神を
奉祀する信仰民を上中下の3タンゴルに分けていて、その各タンゴルが別の姓氏になっている。
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　しかしこのタンゴルの姓氏と神の姓氏が同一であることを、表善面細花と下川などのさまざなな所か
　　　　　　くユ9）ら見ることができ、また堂神をく祖上〉といい、皆先祖として観念していることが見られ、高良夫の
三氏族もこの神を奉祀していた氏族くタンゴル〉であったとしてもあまり憶測ではなさそうだ。
　このように三神人が堂神であったことは、その神話のモチーフなどがなお裏付けでいる。
　一っ目、出生の「湧出」が松堂系や漢撃山出生系堂神と同じのみではなく、「遊猟荒僻肉食」が松堂系
や漢撃山出生系の堂神たちの狩猟生活と類似していて、「石函浮来」がまたこれらの神の龍王国の往来方
　　　　　こ2o）法と同じである。
　次は碧浪国の山神女との婚姻であるが、碧浪国というのはないか？筆者はこの『碧浪』を「パランー
古語で今は死語一」または「パラン」の漢字表記と思うのである。「海」の15世紀語は「パラル」であ
り、後に「パダ」が出てくるのを見ることができるが、済州方言では現在「海」を「パダン」、「海魚」
を「パルッゲギ」、「海産物を捕りに行く」という言葉を「パルッ捕りに行く」と言う。そうしてみると、
済州方言も中世方言「パラル」時代には、〔pare～〕または〔pare～〕系の言葉を使ったことが
分かる。
　しかし済州方言には名詞に〔p〕接尾詞がよくくっ付く傾向があり、アバン（父）、オミョン（母）、タ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く21）ン（地）、ナン（木～ナム）、コザン（花、コツ＋アン）などとあり、「パダン」は「パダ＋n」であるこ
とが確実であろう。
　このような造語法の特性を朝鮮初期の語『パラル』に生かして再構してみると、『パラル＋o＝パラン
またはパラン』になれるのである。それで碧浪（国）というのは、『パラン』または『パラン』即ち『海』
という言葉で、『海国』ではないかと思うのである。この『海国』は海中理想国である龍王国と連関があ
り、『浮至東海濱』と東海碧浪国を重ねって考えてみると、東海龍王国と置き換えられるのではないかと
思われる。
　また済州島付近に『波浪島』という島があると言われ、これを実存の島、または想像の島、干潮の時
に少しだけ現れる島であるという話があるが、約15年前に海軍艦艇で学者たちがこの『波浪島』を調
査しようして、何日間、海上を巡回して、想像島と断定して帰ってしまった事実を記憶する。この『波
浪島』も『碧浪島』と全く同じ『パラン』（海島　島国の意味）であり、神話上の海中理想国であるので
あろう。
　そうしてみると、『碧浪国王女』との婚姻は、松堂系神話の『東海龍王女』との婚姻と全く同じなので
ある。
　次、このように婚姻した三神が所居地を選定するとき、『射矢ト地』の方式でしたという点は、全く
西蹄本郷神の坐定地の選定方式と類似である。即ちその神話によると、男神『パラッモット』が美女で
ある義理の妹『チサングク』を連れて逃げると、妻である『コサングク』が漢撃山まで追って来て喧嘩
をしたが結局、坐定地を再び決めて定着することに合意し、男神は弓を撃って矢が堕ちた西蹄浦を占し
　　　　　　　　　　　　　　　　く22）て堂神となり、妻神はプンゲジルをしてホン里を占めて行ったと言う。この弓やプンゲが堕ちた所を
管掌するというモチーフは、全く三姓神話の射矢ト地と同じである。
　終わりに、三神女が持ってきた『駒積五穀種』で農耕定着したということも、松堂神話の『ソチョン
グク』が、妻神である『ペクジュット」の勧誘で農耕を始めるようになり、身勝手に牛を殺して食べて
いたが、そのときから牛を殺して食べられなくなったことと相通じる節があった。
　よって張簿根の結論は至当なものである。彼は、
　一っ目、済州島の三姓神話は巫歌であった。よって高良夫は、三姓神話の原型である叙事巫歌中の神
たちであり、実在の人物ではない。
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　二つ目、それに潤色が加えられて、特に紀年体式の系譜化が出来あがったのである。
　三つ目、その宗教的基盤は蛇totemism形態であった。
　四つ目、社会的基盤は氏族連合社会を示唆する。
　五つ目、その時代（巫歌の初歩的算出と伝承時代）は、20世紀前ころより、6、7世紀前頃までの間と
考えられると結論を下した。
　ここで少々問題があるとすれば、その湧出したという三姓穴を『蛇穴としか考えるほかない』として、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く23）島内の蛇神崇拝と蛇神堂の淵源であると断定し、蛇totemism形態であるとしたのは少々速断ではなか
ったのではないかと思われる。
　私たちが普通知っているように、蛇totemism的形態が見えるのは、兎山の八日堂神話であり、この
三姓神話は松堂乃至漢撃山出生系の本郷神と同系だと思われるためである。本郷神は漢撃山神、土地神、
風神、氏祖神、村信などの多様な性格の統合過程の所産である。
　もし三姓神が本郷神的神であるという筆者の考えが当たるとしたら、この神話は狩猟より農耕文化に
変わる時代の氏族連合の部族社会の段階で、山神、地神、風神、氏祖神、村神などの多様な信仰が、統
合されていく堂神話であったと言えるのである。
　このような多様な性格が、その中の氏祖神の崇拝面に偏重されると、儒教的先祖崇拝と道徳の迎合を
受け、官の保護を受けるようになり、その祭儀も儒式化されたのであり、一方その神話は高良夫の三氏
族の勢力に影響され、開国神話、始祖神話に変貌されていたのであると見なすのである。
　［6］結語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　これまで論述してきたことを要約整理してみると、済州島の堂神話などは神名の呼称と祈祷詞からな
る単純な巫俗儀礼より起源され、神格の解説、坐定由来の解説、職能、タンゴル、祭日の解説などを揃
えた基本型を形成し、これに民俗説話の要素が結びつき調和されて成長してきた。
　それは島民が生活営為のために直接ぶつかってきた自然的、歴史的環境の現実的要素の中から、彼ら
の最も大きな関心さなどを神格を中心に集結調和させたのであり、またそれらの相互接続で混清、整序
化される過程だったのである。
　またそれは先祖崇拝を基盤として、彼らの畏敬の対象である漢撃山、海洋、土地、風雨、英雄、始祖、
狩猟、農耕、牧畜、女巫医、疾病、産育及び禁忌の豚、蛇などが、人格化されまた同化されてきた信仰
の成長過程が、表裏作用で成長、構成されてきたのである。
　このように形成された神話が、現在島内に沢山分布されているが、その類話はわずか本郷神話、七日
神話、八日神話など3，4個しかなくて、堂儀礼の儒式化によって消滅または俗性説話化の運命に置かれ
ているが、氏祖崇拝的面に偏重されると、三姓神話のように合理化されて伝承されることを見た。
　神話は未開人の宗教、哲学、社会の歴史であり、倫理であり、文学が未分化した形態である。我らは
ここで済州島の堂神話の起源成立と成長過程及びその背景の民俗信仰との関係を理解するのみならず、
我らの民間信仰、社会習性、生産経済形態などの全ての基盤文化と、彼らの夢と文学の素朴な味とその
成長を見ることもできるのである。
　このような事実などは、ただ済州島という韓国の最南端の孤島のみの現象ではなく、我らの民族的
普遍性を内包していて、なお人類文化現象の一環ということに意義を持つのであろう。
2．「三姓神話研究」
［1］序言
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　三姓神話は済州島の三姓氏族の始祖神話であると同時に耽羅の開国神話である。この神話は韓半島
の他の建国神話に比べて特異な話素で編まれているため、済州島神話の特異性を示してくれると同時
に韓国の古代神話において特異な位置を占めている。よってこの神話の研究は済州島神話の特性の解
明及び韓国の古代神話の研究に一翼なると同時に耽羅の古代史乃至その文化の解明にも重要な意義を
持つのである。
　［2］異本と内容
　三姓神話は多くの文献に記録されているだけではなく、現在、伝説としても伝承されていて、巫歌
にも残影を残している。伝説として伝承されているのは、元々からの口伝そのままの純粋なものとい
うより、文献記録の影響をうけて口碑化された部分が相当あるようであり、巫歌として伝承されてい
るのは、クッのチョガム祭の際、クッをしている場所を神様に告げるため、済州島の上中代を解説す
る場面に短編的に歌で歌われるのでその全貌は分からない。よって具体的な説話構造を備えた異本な
どは、やはり文献から探さなければならない。
　三姓神話の異本などは多くあるが、その内容は大同小異でその差異がない。しかし話素の細かいと
ころまでを顧慮して考察すると、大きく二つの系統に分けることができる。一つは『高麗史』の記事
系統であり、もう一つは『濾州誌』の記事系統である。文献によってはこの両記事系統を折衷したも
のもある。『高麗史』はその刊行年代が明確であるが、『涙州誌』はその年代が明確ではないため、ど
　　　　　　　　　　　　　　　　（24）の記事が先であるかは不明確である。
①『高麗史』系
　まず『高麗史』系統の記事より見るために、　『高麗史地理誌』　（端宗2年1454年刊）に収録され
ている三姓神話を見ることにする。
　　　耽羅縣は全羅道の南海にある。古記に日く、太初には人がいなかったが三人の神人が地より湧
　　き出た。漢肇山の北側の麓に穴があり毛興穴と言うに、ここがそれである。長男を良乙那とし、
　　その次を高乙那として、三男を夫乙那とした。三神人は荒れ果てた野原で狩りをして、皮の服を
　　着て肉を食べながら生きていた。
　　　ある日、赤紫色の土で封じられている木の函が東側の海辺に流れて来るのを見て、行って開け
　　て見ると、その中には石函があり、赤い帯を巻いて赤紫を着ている使者がついて来ていた。石函
　　を開けると、青い服を着たお嬢さん三人と、小牛、子馬、そして五穀の種があった。これを使者
　　言うに、　「私は日本国の使者であります。我の王様が三人のお嬢さんを儲けて仰いまして、西の
　　方にある海の山に神子三人が誕降して国を開こうとするが、配偶者がいないとして臣に命じて三
　　人のお嬢さんをお連れするように言われて来ましたので、是非配偶者として受け入れて大業を成
　　してください」と言って、使者は忽然と雲に乗って去ってしまった。
　　三人は歳の順番によって分けて婿にいき、水が良く土地が肥沃な所に行って、矢を射て居所を占
　　ったが、良乙那が住んでる所を第一都、高乙那が住んでる所を第二都、夫乙那が住んでる所を第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　25）　　三都と言った。漸く5穀の種を撒き、牛と馬を飼うに、日々暮らしが豊かになった。
　このような記事が載ってる重要な文献を挙げると、『新増東國輿地勝覧』（中宗25年、1530年）、
李元鎭『耽羅誌』（孝宗4年、1653年）、『東國通鑑』（成宗の時）、李衡祥『南宙博物』（粛宗28年、
1702年）誌古條、『海東繹史』（正祖の時）、金斗泰『耽羅誌』（1933年）、李乗延『朝鮮簑腰勝覧』（1953
年）、金斗泰『濟州島實記』（1932年）などがある。これらの中で『新増東國輿地勝覧』、李元鎭『耽
羅誌』、『南宙博物』、金斗泰『耽羅誌』、『朝鮮簑腰勝覧』などは、「高麗史古記云…」とあり、「高麗史」
の記事内容をそのまま書き写しているが、ただ三乙那の所居地である「一都、二都、三都」の「都」
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を「徒」に変えているだけである。『東國通鑑』、『海東繹史』の記事も『高麗史』の記録と大同してい
て文字の表現の差異があるのみである。即ち「遊猟荒僻　皮衣肉食」を「出猟海濱」に、三神女の漂
着地である「東海濱」を「海濱」に、「青衣庭女三人」を「三女」に、「歳次分嬰」を「分癸」に、「射
矢卜地」を「ト居」に、書き変えてあるのみで、その内容は同じである。そして金斗泰「濟州島實記」
はハングルの文章で書かれたが、李元鎭『耽羅誌』を翻訳したようであり、ただ三神女の国を「ピョ
クラングク（碧浪国）即ち日本使者である」と解釈を添付して、三乙那の所居地を「良乙那の所居は
第乙那一徒であり、高乙那の所居は第乙那二徒であり、夫乙那の所居は第乙那三徒である」というふ
うに表記してあるだけが異なる。このような点から見て、これらの文献の記録は皆『高麗史』のもの
をそのまま書き写したり、若干変形したもので、結局、同じ系列のものであると言える。
②『涙州誌』
　『涙州誌』は単行本ではなく、世宗32年（1450年）に高得宗が書いた序世文と、その他、高氏世
譜に点綴されているが、その中で奎章閣所蔵の『海州誌』に載っている三姓神話を見ると次のようで
ある。
　　　濠州には太初に人がいなかった。忽然に三神人が地より湧き出たが、漢墾山の北側の麓にある
　　毛興穴より湧き出たのである。長男を高乙那、次を良乙那、三男を夫乙那とした。彼らの容貌は
　　壮大で、寛容の心が広くて、人間の世にはいない様子であった。彼らは皮の服を着て肉食をしな
　　がら、常に狩りばかりしていたので家業を成せなかった。
　　　ある日、漢撃山に登って下を下してみると、赤紫色の土で封じられた木の函が東海の方に流さ
　　れて来て止まり流されなかった。三人の神が下りて行って開けて見ると、その中には鳥の卵のよ
　　うな玉函があり、赤紫色の服に帯をした一人の使者がついて来ていた。その玉函を開けると、青
　　い服を着た処女三人がいたが、皆の歳は15，6歳であり、容貌が上品でその美しさも普通ではな
　　く、それぞれが奇麗に装飾して一緒に坐っていた。また小馬と小牛、五穀の種を持って来たが、
　　これを金塘の海辺に降ろしておいた。
　　　三神人は楽しく言うに、　「これは必ず天が私たち三人に下さったものである」と言った。使者
　　は再拝して伏せて言うに「私は東海碧浪国の使者であります。我王様がこの三人の姫様を儲けて、
　　年になってもその配偶者を得られなかったので、いつも嘆息して年が経ていましたが、最近、我
　　王様が紫宥閣に上り、西方の海の気象を見ていたら、赤紫色の気配が空に伸びて瑞祥な光が立ち
　　こむのを見て、神子三人が絶岳に下りて将来、国を開こうとするが配偶者がいないとして、臣に
　　命じて三人の姫様をお連れして行くように言われて来ましたので、是非婚礼をあげて大業を成し
　　てください」と言って、使者は忽然と雲に乗ってどこかに消えてしまった。
　　　三神人はすぐ沐浴齋戒して天に告げて、歳の順番に分けて結婚して、水がよく肥沃な地に行っ
　　て、矢を射て居所を決めたが、高乙那が居所する所を第一都と言い、良乙那が居所する所を第二
　　都と言って、夫乙那が居所する所を第三都と言った。このときから産業を起こし始めて五穀の種
　　を撒いて、小牛、小馬を飼うに、暮らしが豊かになってついに人間の世界を作り上げた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）　　　その以後9百年が過ぎてから、人心が皆高氏に向いたので高氏を王に奉り国号を毛羅とした。
　『濾州誌』は同じ題目でありながら、異本によっては内容が若干ずつ異なるのがある。例えば『長
興高氏家乗』など高氏家乗に載っている『涙州誌』を奎章閣所蔵のものと比較してみると、「毛興穴」
が「慕興穴」に、「長日高乙那　次日良乙那　三日夫乙那」という序次が、「長日良乙那　次日高乙那
三日夫乙那」に、異なって記録されており、三神女が漂着した所である「金塘之岸」について、「即ち
今の朝天舘の下の浦がそこである（自ロ今朝天舘下浦是也）」として、具体的に注釈を付けている。そし
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て三乙那の所居地の記録は「高乙那の所居は第一都なので、漢撃山の北側の一徒里であり、良乙那の
所居は第二都なので、漢肇山の右翼の南方の山方里であり、夫乙那の所居は第三都なので、漢撃山の
左翼の南方の土山里である」として、一徒里（現済州市一徒洞）、山方里（安徳面三方山がある徳修里
のようである）、土山里（表善面兎山里）など、朝鮮朝の時の済州・大静・族義の三縣の地名を挙げて
説明している。またこの話の終わりの所に、
　　　その後9百年後に三人（三乙那を言う。筆者の註）が各自、石を打って勇力を試すに、高氏が
　　上になり、良氏が中になり、夫氏が下になった。それで民心が高氏に傾いて高氏は君長となり、
　　良氏は臣下となり、夫氏は百姓（民）になって國號を毛牟とした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く27）　このように建国の経緯と君・臣・民の序列が記録されている。　このような内容は、李衡祥の『南宙
博物』誌蹟條にも高氏世系録の引用形式で記録されている。ここにはただ「一都、二都、三都」の「都」
　　　　　　　　　　　　　　く28）が「徒」に変わっているのみである。『瀬州誌』の記事の系列に入れられるものに鄭以吾が書いた『星
州高氏傳』　（太宗16年、1416年）がある。その内容は次のようである。
　　　耽羅の境内に初めは人がいなかった。そこに奇異にずば抜ける山があるが、漢堅山と言う。雲
　　海が遠い所の上まで立ちこもっているに、その神霊らしい和気を降ろして山の北側の毛興穴に神
　　人を化生させた。三人が同時に湧き出たが、高乙那・良乙那・夫乙那と言うに、高乙那は即ち高
　　氏の始祖である。これらは皆魚取りと狩猟で生きていた。族譜に言うに、日本国の王様が娘七人
　　を儲けたが、四人は丹秋国に行かすに、丹秋は即ち所謂、赤秋の種族である。残り三人の娘に命
　　令して言うに、　「西南側の海に山があり神人三兄弟を孕んで産んだが、国を建てようとするが配
　　偶者がいないので、あなたたちが行って彼らに仕えなさい。後世に子孫が必ず繁盛して多くなる
　　はずである」として、彼女らを木船に乗せて五穀の種と馬牛まで備えて、なお神人にして保護さ
　　せて彼女らを送った。彼女らが東側の海辺に到ると、神子三人が狩りに出たところ、彼女らと会
　　った。彼女らを保護してきた神人は赤い帯を巻いて赤紫色の服を着ていたが、空に飛んで去って
　　しまった。三人は分けて彼女らに婿に行き、毛興窟の近所に所居を決めて暮らした。数年間暮ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し29）　　す間、産業が全部成し遂げられて、その子孫が段々繁栄した。
　この記事で三神女が日本国の王女である点は、『高麗史』系統と類似するが、その王女が七人であ
り、その中で四人は丹秋国に行って、残り三人が耽羅に来たという点が特異であり、また耽羅に来る
時、木船に乗って来たという点が特異であるが、高氏を中心に書かれたという点で、　『濤1州誌』系統
と類似していると見なすことができる。
③折衷系
　『高麗史』系統と『濾州誌』系統の記事を折衷したり、その以外の説などを総合した記録をいくつ
が見ることにする。この部類に入る重要なものとしては、『編禮抄』と金錫翼の『耽羅紀年』を挙げ
られる。
　『編禮抄』　（作者・年代未詳）には『高麗史』の記録とほぼ同じ文脈で記録されていながら、異な
る点もあるに、これは次のようなものなどである。
　　①三神人が湧き出た時が後漢、明帝の永平8年であろうとしている点。
　　②　漂着してきた三神女が東海碧浪国の王女という点。
　　③　三神女を乗せた木函が漂着した所が金塘即ち今の朝天浦ということ。
　これら中の②と③は『瀟州誌』系統の記事と同じものなので、二系列の記事が折衷されたものであ
ることが分かる。
　④構成と話素
　　以上見てきた『高麗誌』の系列と『濾州誌』の系列の神話の内容を総合して、その挿話と話素を
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整理してみることにする。
　三姓神話は二系列の異本が皆、三つの挿話が3段で構成されているが、その話素のいくつかが異
なるだけである。それを表に整理してみると次のようである。
〈三姓神話の構成と話素表〉
第一段（挿話）：三神人の出生と生活：三神人が地より湧き出て狩猟生活をする。
話　　素 高麗史系 濠州誌系
三神人出生
?@　次
ｶ　　活
毛興穴より湧き出る
ｷ：良乙那、次：高乙那、
O：夫乙那
?ﾂ生活をして皮衣肉食をする
　同じ
ｷ：高乙那、次：良乙那、
O：夫乙那
@同じ
第二段（挿話）：三神女の漂着と婚姻：三神女が海から流れて来たので、分けて姿る。
三神女 日本国の王女 東海碧浪国の王女
漂着地 東海濱：閲雲里（温坪里） 東海濱：金塘（朝天面）
渡来方法 木函の中の石函に入れられて流れて 木函の中の鳥卵形の玉函に
くる 入れられて流れてきた
携帯物 五穀の種と小牛、小馬 同じ
使者の伝言 三神女を配偶者に迎え、建国するよう 同じ
に伝言し雲に乗って帰った。
分嬰方法 歳の順に婿にいた。 同じ
第三段（挿話）：所居地の選定と定着、建国：所居地を選定して、農牧生活で定着、建国する。
所居地選定方法 矢を射て住む地を決める 同じ
所居地 良乙那：一徒 高乙那：一徒（一徒里）
高乙那：二徒 良乙那：二徒（山房里）
夫乙那：三徒 夫乙那：三徒（土山里）
定着生活 五穀と馬牛飼いで日々豊になる。 同じ
君臣序列 石を打ち上・中・下を決め、君・
建　　国 臣・民の序列を決めて建国する
　［3］類型と性格
1）地中湧出と狩猟生活
　三姓神話の初めの段落は三神人が地中（毛興穴：今の三姓穴）より湧き出て狩猟生活をしたという
挿話である。異本によってその三神人の序次に良・高・夫、高・良・夫の差異があるが、これはこれ
らの氏族の社会的、政治的な変動によって、またはそれを記述する者の意図によって異なることもあ
るため、神話学的側面の考察には大きな意味がない。ただ地中より湧き出た三神人が狩猟生活をする
という話素が重要だけである。
2）三神女の漂着と結婚
　三姓神話の二番目の段落は三神女が海から流れて来るに、三神人が各自分けて癸ったという挿話で
ある。この挿話は異本によって少しずつ異なった話素で成り立ている。『高麗史』系には日本国の女王、
三人が木函の中の石函に入れられて閲雲里（今の城山邑温坪里）の海岸に流れてきたとあり、『濾州誌』
系には、東海碧浪国または碧浪国の王女、三人が木函の中の鳥卵型の玉函に入れられて金塘（朝天面
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朝天里）の海辺に流れて来たとある。
3）射矢ト地の所居地選定
　三姓神話の三番目の段落は矢を射て所居地を決めて農牧生活を始め、君・臣・民の序列を決め建国
したという挿話である。この挿話にも多少別の記録があるが、『高麗史』系にはその所居地が現在の済
州市一徒洞・二徒洞・三徒洞であると明確しているが、『濾州誌』系の記録には第一都は済州市一徒洞、
第二都は山房里（現在の安徳面安徳里のようである）、第三都は土山里（表善里兎山里）であるという
ものがある。これは前者が原型と見られる。理由は古代の氏族ないし部族国家が初期に全島の広域に
わたっていたはずかなく、また現在の一徒・二徒・三徒の地名が済州市にそのまま残っているからで
ある。山房里（大静縣）、土山里（施義里）と記録されたのは後代のことで、済州・大静・施義に三縣
の区分がされた後、三神人が全島を分掌したというふうに記述しよとする意図から出たことであると
見なすべきである。
　［5】構造と思考
三姓神話の構造分析は、次のような筋立てに留意しながら入るべきである。
　　1．神人（男性）が地から湧き出た点、そしてその数が3人であり、狩猟と皮衣肉食の低級生活
　　　　をしたという点。
　　2．海の向こうの東側の理想国から三神女が漂着してきて、地から湧き出た三神人と　婚姻した
　　　　という点、そして処女たちは五穀と子牛、子馬などの大事な物を持ってきて豊かな生活の基
　　　　礎を用意したが、その仲人を使者がして天に飛び去った点。
　　3．婚姻した夫婦の所居地が第一都（徒）、第二都（徒）、第三都（徒）に3分されており、三神
　　　　人が長・次・三の階層に序列化されたという点などである。
　　この話は宇宙論的側面と社会学的側面に大きく分けて分析できる。
　　まず、宇宙論的側面からみると、地から男神人が湧き出たとし、海の向こうの国から神女が来た
　として、〈タン（地）〉という範疇とく海〉という範疇を設定して、〈地〉からは男子が、〈海〉
　からは女子が来たとして、〈地〉はく男性〉、〈海〉はく女性〉と、それぞれ相関関係の範疇で認
　識している。
　　一方、三神女をお連れしてきた使者の伝言をみると、「西側の海の山で神子三人が降りて国を開
　こうとするが、配偶者がいない（西海中嶽　降神子　三人　将欲開国而無配匹）」と云々して三神
　人が湧き出た所を山と表現している。これはく地〉という範疇とく山〉という概念を同じカテゴリ
　ーと見なしていることが分かる。そうしてみると〈地＝山一男〉と〈海一女〉の相関関係の認識に
　なるようになる。
　　そして三神女は海の東側の国から西側の地である済州に送られてきたとあるので、〈東〉〈西〉
　という概念が表れる。〈地＝山〉〈海〉は自然概念であり、〈男〉〈女〉は人文概念で、〈東〉〈
　西〉は方位概念である。この三つの概念はそれぞれ双分的な象徴体系で合わせられていて対偶関係
　を成している。即ち〈地（山）・男・西〉は同じ範疇に繋がり、〈海・女・東〉もまた同じ範疇に
　繋がり、この二つの範疇がそれぞれ対偶関係で組まれているのである。
　　しかし西側の地の男性の生活は狩猟で貧困で低級なものであったが、東側の海の国の女神が五穀
　の種と、子牛、子馬など貴重なものを持ってきたことによって暮らしが豊かになったとあるに、こ
　れは西側の男性世界は貧困、東側の女性世界は豊穣という象徴になる。そしてこの〈男〉とく女〉、
　〈貧困〉とく豊穣〉の結合をなしてくれる仲人役を天に飛んで行った使者が担っているので、〈天
　〉という範疇がこれを仲介していることになる。これらの相関・対立の構造体系は総合してみると
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次のように図式化される。
　西一地（山）一男一貧困
　東一海一女一豊穣
　この構造体系は古代の済州人の思考体系と意識をそのまま表しているものになる。今日の「東
お金持ち、西＋貧困」と云々する俗語の方位象徴が既にここで発見できるし、女性・海を豊穣の原
理として認識した思考もここで見ることができる。そして西側の地の貧しい男神が東海の外来の女
神を迎えて豊穣をなしたという所で、外部世界の文化を包容・昇華させる済州人の調和の意識を読
むことができる。
　次、社会学的な側面からみると、湧出した神人が3人であり、その所居地が一・二・三都（徒）に
3分されており、三乙那が長・次・三の3階層に序列化されている。この話素などは社会空間と社会
秩序の認識様相である。所居地の3分は社会空間の3分であり、三人湧出、3階層の序列化は、社会
秩序構造の3分を意味する。〈三〉という数の原理が思想ことに一貫されているのは、社会の三部組
織、三分体系の構造であると見なすことができる。
　この体系の意味解析のためには、三神人の名前と所居地の名称の解釈が大変必要である。
　高乙那・良乙那・夫乙那の名前の解釈についてはいくつかの説がある。高・良・夫の姓氏に「乙
那」という名前がくっ付いたとみて、「乙那」はくオルレ〉〈オルラ〉〈アルラ〉など小児を表す
　　　　　　　　　　　　　　　く3o｝語の漢字表現として見る者もいて、李股相は良乙那はくアルネ〉、高乙那はくカルネ〉、夫乙那
はくパルネ〉の漢字表現として見て、〈アル〉〈カル〉〈パル〉は神聖、光明、統禦の意味で、＜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く31）ネ〉は人格を表示するくネ〉であるとした。
　筆者は若干異なる解釈をしてみたいのである。一つ、高・良・夫は本来の姓であるのではなく、
これ自体も名前の漢字借字表記としてみる。先史時代には漢字の姓氏があるはずがないためである。
二つ、高・良・夫の字が姓ではないとすれば、当然にく高乙＋那〉、〈良乙＋那〉、〈夫乙＋那〉
の合成語として見なすべきである。三つ、この借字などが音借なのか、訓借なのかが問題となるが、
〈高〉〈良〉字は訓借表記で、〈夫〉字は音借表記としてみて、〈乙〉は音借くウル〉乃至は略音
借くル〉で、〈那〉は音借〈ネ〉乃至はくナ〉と見なそうとする。〈乙〉は前の語く高・良・夫〉
の訓音の連体形の語尾〈一ウル〉であり、〈那〉はく弗矩内〉の〈内〉と同じもので、現代語くウ
リネー我ら（人）一’・クネー彼ら（人）一）などで痕跡を残しているのである。こうしてみると、
高乙那はくノブウルネ〉で〈崇高な人〉の意味、良乙那は〈オジルネ〉でく善良な人〉の意味、夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く32）乙那はくパルネ〉乃至は〈プルネ〉でく光明な人〉の意味になる。
　ここでこの借字表現の具体的な論証をする余裕はないが、この解読が当てるものならば、この名
前で「ノプン（崇高）」「オジム（善良）」「パルグム（光明）」の三つの価値概念を探し出すことが
できる。三神人の名前はこのような価値概念を人格化させたのである。
　次は三神人の所居地である第一都（徒）、第二都（徒）、第三都（徒）の名前の解釈である。文献
によって、〈都〉字を使ったものもあり、〈徒〉字を使ったものもあるが、この三つの所居地が今
日の済州市一徒洞、二徒洞、三徒洞であることは、その名前が現在までそのまま伝わっていること
から分かることであるが、次の李衡祥牧使の記録からみるとより明確になる。
　　始め、高乙那・良乙那・夫乙那の兄弟三人が住む所を分けてその地名を徒とした。…今濟州
　　の城内が三部に分けられていて一徒・二徒・三徒というにそれである。（初　高乙那・良乙那・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）　　夫乙那　兄弟　三人分庭其地名其所居日徒…今之州内分三部　日一徒　日二徒　日三徒）
　この記録からもう一っ知ることができるのは、所居地を意味する語は〈徒〉の一字のみであり、
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一・ ?E三は序数ということである。種々の文献などに第一都（徒）、第二都（徒）、第三都（徒）
のように〈第一・第二・第三〉に〈都〉または〈徒〉字を使っていることはそれが序数であること
を悟らせる。
　ではく徒〉はなにの表記なのか？李衡祥はこれについて「徒の字は都の字の誤りではないかと思
う。そして済州方言にはく徒〉をくネ（乃）〉と発音するに、これはその当時の称するのと同じで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く34）ある。（徒字疑是都字之誤而方言稻徒日乃　以是其時所稻也）」とある。この話はく徒〉字とく都
〉字の使い方に疑問を提示していると同時に、一徒・二徒・三徒の名前が、粛宗の時までも「～ネ」
として発音されていたことを物語っている。
価　値　観
　崇高
善良 光明
論理・氏族名・居住地域などの体系
　　長・高（または良）・一徒・君
次・良（または高）・二徒・臣 三・夫・三徒・民
　今日済州島の巫歌で「一ネート（一徒）、ニネニト（二徒）、三ネはサムトリ（三徒里）」と、歌わ
れているが、ここの〈一ネシニネ・三ネ〉は、一徒・二徒・三徒の元音の残影であろうから、これで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く35）も〈徒〉がくネ〉の表記であることが分かる。また梁柱東もく「徒」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）の古訓は「ネ」であるとしていて、それが地名、人名に多く使われていることを例証している。
これで〈～ネ〉上に序数をくっ付けて所居地の名前にしたことが分かる。しかしここで興味あること
はこの所居地を言う〈～ネ（徒）〉が三神人を言う〈～ネ（那）〉と同似音ということである。これ
は同じ語源のくネ・ネー古語一）などの類似音に価値概念語または序数を連体して神人名または所居
地名を作ったことを示してくれるのである。即ち神人名はく崇高である〉〈善良である〉〈光明であ
る〉などの価値概念語を〈～ネ〉の上に連体して作り、所居地名はこの価値概念を一・二・三のよう
に序列化して〈～ネ〉の上に連体して作っているのである。よって所居地名は神人名の価値観的な序
列の表現に過ぎないのであり、神人名と所居地名は対応できるもので、同じ概念の異なる表現である
ことが分かる。
　一方、三神人の序列が長・次・三に区分され、良乙那・高乙那・夫乙那、または高乙那・良乙那・
夫乙那のようになっており、または「高は君、良は臣、夫は民」のようにく君・臣・民〉の階層序列
になっているのが見えるが、この序列も実は上記の神人名の価値概念や所居地名の序数と対応される
のである。言い換えると、序列の長・次・三や階層の君・臣・民というのは〈崇高〉〈善良〉〈光明
〉などの価値概念に序列をつけて、社会構成員の階層に配置しておいたということである。
　このような事実から我らは、この神話から古代済州人の価値観を読み取ることができ、その価値観
を居地地域に、長幼の論理に、そして社会の組織と階層にそれぞれ拡散させた思考の論理を把握でき
る。この思考の体系を絵で表すと上記のようなものになる。
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［5］文化背景
　三姓神話が南方系の神話要素の伝播の影響により形成されたとしても、その要素などが済州で新し
い類型に結構されたことには、済州の風土的条件や文化背景への適応という側面があっただろうとい
うことが明確である。既に言及したように、大林太良は地中出現説話が先オーストロネシア的な古層
栽培民文化に属するとして三姓神話の文化背景にも示唆を投げかけたが、三姓神話は地中出現神話の
要素だけではなく、箱舟漂着型神話及びその他の種々の神話要素が複雑に結合されたのであり、この
結合は当時の済州の文化背景による変異であり、創出であると見るべきである。
　ところでその文化背景というのはなにか？それを具体的に論じることは、民族学的な比較方法が用
いられるべきであるが、ここでは弱いので、ただ神話の社会文化の反映という側面から三姓神話自体
の解釈に留まることにする。
　三姓神話は地中で湧出した三神人が狩猟生活をしながら「皮衣肉食」をしていて三神女を迎えて結
婚して一徒・二徒・三徒に分居したという内容である。この筋立てで私たちは当時の社会組織と生産
形態を推定できる。
　他の地域では地中から出現した神人が兄弟というのが一般的であったが、済州では三神人となって
おり、この三姓神人がそれぞれ三つの地域に分居して国家を建てたという表現には、その社会が「三」
という組織原理を持っていたことを示してくれる。所謂三部組織である。よって姓氏も3であり、そ
の所居地も3である。3氏族が3地域に分居して一つの部族国家を形成する組織体系である。そして
その階層も君・臣・民の縦的体系に3分されている。この神話は氏族社会からこのような三部組織の
部族社会に移る段階の所産と考える。
　またこの神話は狩猟していた三神人が五穀の種と子牛、子馬を持ってきた三神女と結婚して農牧生
活で定着したとある。これは狩猟・採集の生産形態から農牧の生産形態に移る段階をいうのであり、
また男性は狩猟、女性は農耕という分業形態の段階から段々農業本位の経済形態への移行を示してく
れる。狩猟では漁労が兼ねられたのであろうし、農業は火田耕作が主であっただろう。
　そして三神人は海の向こうの想像の国から漂着してきた三神女と歳順で結婚したとある。これは当
時の婚姻制度の反映であるとみてもよい。即ち外部の女人と婚姻したということは外婚制を示してい
るのであり、三神人と三神女が歳の順に婚姻したということは一夫一妻制の婚姻の序列習俗が整然な
社会であったことが分かる。東南亜の地中出現始祖神話の場合、兄弟の近親相姦の婚姻で話されるの
が多くあることに比べてみると、この婚姻習俗は理解できる。そしてその婚姻において三神女が自ら
三神人に来て婚姻するとあるので、これは夫方居住制の婚姻形態であることが分かる。
　終わりに三神人が地中から湧き出たという話素は、三神女が東海碧浪國、日本国などの海の向こう
の理想国から漂着してきたという話素の解釈が残る。始祖が地中から湧き出たという話素は、大地が
食べる穀物、果物などを熟させる生殖力があることを把握して、なお人間も出生させることができる
という観念に進展したことから出たことであると考える。所謂大地は母性原理として把握し、ここか
ら出た地母神信仰がその基盤になったと言える。
　一方、海の向こうの想像の国から三神女が五穀の種と子牛、子馬を持ってきたという話素もまた信
仰の表現である。五穀の種、子牛、子馬は狩猟の貧困から逃れられて、豊穣になれる貴重な物である。
この想像の国は豊穣をもたらしてくれる大事な物資が豊盛な聖域であり、樂土であるという観念がこ
の話の中には込められている。よってこの話素で海洋聖域、海洋楽土の他界信仰が読み取れる。
　三姓神話はこのように狩猟文化から農耕文化に移る段階、氏族社会から三部組織の部族国家社会に
移る段階に、一夫一妻外婚制の夫方居住婚姻形態の社会、地母神信仰と海洋他界信仰を背景で形成さ
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れた神話であると言える。
　このような文化背景の中での形成年代は、先史時代であるのは確かであるが、神話学では絶対の年
代を言えるのは難しい。三姓神話の文献記録に出てくる年代記録などをそのまま事実として信じて何
年前であるとか云々する傾向が見られるが、これは後代の潤色記録を史実として誤認するだけである。
神話はあくまでも神話なのである。
［6］結語
　以上、三姓神話の異本などを検討して、済州島内の説話からこの類型のものなどと比較してその性
格を明らかにしてから、この神話の伝播論的な系統と形成過程を追究した。そしてそれを基盤にして
この神話形成の文化背景とその構造から見える思考の論理まで分析してみた。この論述の要旨をここ
に整理して結びにしようと思う。
1．三姓神話の文献記録は多くあるが、その内容は大同小異である。細かな話素まで顧慮して異本を
分けると、『高麗史』系と『涙州誌』系に分けられるが、この両系の異本に話素の差異ができたのは口
伝異説の記録差によるものである。
2．三姓神話の挿話と話素などを現在の口伝する済州島の説話と比較してみると、巫俗の堂神本解き
と非常に類似していることが分かるが、よって三姓神話は本来三姓氏族の先祖本解きであり、この氏
族が信仰していた堂本解き的な性格の神話であったことが分かる。
3．三姓神話は地中湧出始祖神話と箱舟漂着始祖神話が結合されて、そこに三神人の身分序列話素が
複合融解され、その筋立てをなしているが、これらの神話要素は主に沖縄・台湾・南中国・東南亜な
どのものと類似している。三姓神話はこれらの南方系神話要素が流れて入ってきて済州島で結合融解
されて新しく済州的な神話に創出されたのである。
4．外来神話要素を受容複合して三姓神話を形成させた文化背景は、狩猟文化が農耕文化に移る段階、
氏族社会が部族社会に形成される段階であり、この文化には一夫一妻外婚制、夫方居住制の婚姻形態
が施行されて、地母神信仰、海洋他界信仰などが主要素になっていたと考えられる。
5．三姓神話を宇宙論的側面からみると、
　　西一地（山）一男一貧困
　　東一海一女一豊穣
の構造体系でできていて、このような文化背景に住んでいた古代済州人の思惟の象徴体系が理解できる。
またこの神話は社会的側面からみると、〈崇高〉〈善良〉〈光明〉の三つの価値概念を基本価値観とし
て、これを社会空間、社会秩序、社会階層、社会組織・倫理など、全ての文化事象に拡散させていて、
当時の済州人の三分体系の思考論理を理解することができる。
　この結論から三姓神話の系統と形成の問題は、済州原住民の文化的、種族的系統を示唆してくれる
のであり、この神話が巫俗の堂神話と同じ類型である点は、三姓穴及びその祭儀が本来巫俗的なもの
であったことを暗示していることであり、またこの神話の構造論理は当時済州人の世界観及び価値観
を理解させてくれるものである。
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　　諸駒憤五穀種　乃日我是日本國使也　吾王生此三女云　西海中嶽降祠子三人　將欲開國而無配匹
　　於是命臣侍三女以來　宜作配　以成大業　使者忽乗雲而去　三人以年次分婆之　就泉甘土肥庭　射
　　矢ト地　良乙那所居日第一部　高乙那所居日第二都　夫乙那所居日第三都　始播五穀且牧駒積　日
　　就富庶（下略）。
（26）奎章閣藏、『濾州誌』、『耽羅文献集』、済州島教育委員会、1976所収、pp．2～4．
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　　登漢摯山　望見紫泥封木函　自東海中浮來欲留而不去　三人降臨就開則　内有玉函形如鳥卵　有一
　　冠帯紫衣使者随來　開函有青衣庭子三人　皆年十五六　容姿脱俗　氣韻羅塞　各修飾共坐　且持駒
　　憤五穀之種　出置金塘之岸　三騨人　自賀日　是天必授我三人也　使者再拝稽首日　我東海碧浪國
　　使也　吾王生此三女　年皆肚盛而求不得所反　常以遺嘆者歳鯨項者吾王登紫宵閣　望氣干西浜則
　　紫氣連空　瑞色葱朧　中有絶岳　降柿子三人　将欲開國而無配匹　於是命臣侍三女　以來　宜用仇
　　備之禮以成大業　使者忍乗雲而綱　莫知所之　三神人即以潔牲告天　以年次分嬰　就泉甘土肥庭
　　射矢ト地　高乙那所居日第一都　良乙那所居日第二都　夫乙那所居日第三都　自此以後　始成産業
　　植播五穀且牧駒積　日就富庶　遂成人界　豚九百年以後一心威婦高氏　以高爲君　國號毛羅（下略）
（27）所謂、李烈公派『長興高氏家乗』に載っている『濾州誌』の三姓神話の原文は次のようである。
　　太初無人物　忽有三神人　從地中湧出　干漢撃山北麓墳壊地品字之穴　名日慕興穴　三人之出
　　正當九韓時　長日良乙那　次日高乙那　三日夫乙那　状貌甚偉　器度寛諮　絶無人世之態也
　　皮衣肉食　常以遊猟爲事　不成家業　　一日登漢祭山上　望見紫泥封大函　自東海中浮來　欲留
　　不去　三人相謂日　異或彼物也　降臨就開則　内有玉函形如鳥卵　垢其封穏然　羅衣淑女三人
　　年皆十五六　容姿脱俗　氣韻霜雍　各修飾而坐　且持駒積五穀之種　出置金塘之岸　自口今朝天舘
　　下浦是也　三神人自賀日是天必授我三人也　語畢　鳥巾紅帯青衣使者　亦從函中而出稽首再拝日
　　我是東海上碧浪國使也　吾王生此三女　年倶壮長　而永不得所綱　嘗欲遺與者　歳鯨頃者　吾王
　　登紫香閣　望氣干西涙則　紫氣連空　瑞色葱朧　中有絶岳　湧出三騨人將欲開國　而名無配匹
　　也　因此命臣侍三女而送　願用杭慌之禮　以成大業已　而忽然乗雲而去　莫知所之　三人自ロ以潔
　　牲告天　以年次分癸之　就泉甘土肥庭　射矢ト地　高乙那所居日第一都　漢撃山北一徒里　良乙
　　那所居日第二都　漢撃山右翼之南山方里　夫乙那所居日第三都　漢撃山左翼之南土山里　自玄玄以
　　後　始成産業　植播五穀種　且牧駒積　日就富庶　遂成人境　蓋九百之後　三人各射石以試勇力
　　高爲上　良爲中　夫爲下　故民心並蹄干高氏　以高爲君長　以良爲臣　以夫爲民　　而國號毛牟
　　以其牟穀茂盛之故也…（下略）。
　　この『濾置州誌』の終わりには「景泰元年庚午正月元日　崇緑大夫行使部尚書　漢城判サ　高得宗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一69・
韓国祭の祭祀及び巫俗信仰に関する諸論文の報告書
　　謹誌」と書いてある。景泰元年は1450年、世宗32年に該当する。
（28）李衡祥、『南宙博物』、誌蹟條。
　　原文：初高乙那　良乙那　夫乙那　兄弟三人分庭　其地名　其所居日徒、高氏世系録日　三人射
　　矢ト地　高所居日　第一徒　漢墾山北一徒里　良所居日第二徒　漢撃山右翼之南山房里　夫所居
　　日第三徒　漢馨山左翼之南土山里　九百年之後　三人各自射石以試勇力　高爲上　良爲臣　夫爲
　　民　國號毛牟　以其牟穀茂盛也　今之州城内　分三部　日一徒　日二徒　日三徒　徒字疑是都字
　　之誤　而方音稻徒日乃　似是其時所稻也。
（29）東文選　巻之一百一　鄭以吾撰　星主高氏傳。
　　原文：耽羅之境　初末嘗有人　其山奇秀日漢撃　宛在雲海紗荘之上　降其耐蜜和氣　化生神人干
　　山之北毛興穴　三者同時湧出　日高乙那　良乙那　夫乙那　而高乙那自ロ高氏鼻祖也　倶漁猟以爲
　　食　譜云日本國主生女人七人　遺四女干丹秋國丹秋自ロ所謂赤秋之種也　命其女三日　西南海有山
　　孕秀生神人三昆季　將建國無娩偶　若輩可往事之　後世子孫必繁衛盛多　　乗之以全木船　兼備
　　五穀牛馬之種　且使神人衛而送人　至耽羅東海之濱　神子三人　出猟遇之　其衛護柿人　乃紅孝
　　紫杉者也　陵空而去　三子分癸之　ト毛興窟近地以居　敷年間産業倶就　其後漸大…（下略）
（30）張簿根『韓国の神話』（成文閣、1961、p．85．）
（31）石宙明『済州島随筆』（寳普齊、1968、p．45．）
（32）〈夫乙〉は、〈パル〉または〈プル〉のどちらで読んでも、光明の〈パル（パルク）タ〉と、火の〈プ
　　ル〉、赤の〈プクタ〉などは、上代に同じ語源の言葉であるので構わない。また巫歌で〈夫の民〉を
　　　〈プクミョン〉と発音する事例を上記で見たとおり、これは偶然な詑音ではなく、〈プクタ〉の〈プ
　　ク〉が〈プッ〉として、発音が残っている形態と見える。
（33）李衡祥『南官博物』誌蹟條。
（34）李衡祥『南官博物』誌蹟條。
（35）〈徒〉がくネ〉の借字表記であるとしたら、〈都〉で書かれたのはなんのためであろうかという疑問
　　が残るが、〈都〉も封邑占有の意味なので、結局、居住地の意味で〈ネ〉の異字表記に過ぎないとみ
　　る。
（36）梁柱東『古歌研究』（博英社、1943、pp，492～493．）
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